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上 はじめiニ
:長野県鹿蔵文化財センター佐久調査事務所で

は、昭和田年 4月から平成元年5月にかけて佐久

市香坂のド茂内遺跡の調査を行った。調査地区内

を地形条件から A~E地区に分割して調査した結

果、西に流下する香坂川の友岸ノト段J:i:上に位置す

るB地区から、八風山系産出の黒色紙密な安山岩

を素材とした多量の槍先形尖頭器(以下尖頭器)

と剥片等を検出した。現在、整理作業を進めるな

かで、尖頭器製作跡としての遺跡の在り方が、次

第に復元されつつある(註 1)。

整理作業開始から懸案になっていたことは、発

した 3万点におよぶ遺物の分

布図(水平。垂直)の作成であった。この問題l土、

コンビューター導入によってかなり解消されてき

ている。

長野県内においては従来このような機器を利用

した調査、整理作業倒がないという事情もふま

え、一つの実践例として紹介したいと思う。

I ~ .コνピューター までの経過

本遺跡における遺物出土状況は、密集して検出

される場所が多いこと、総点数が約3万点におよ

ぶことから、分布図の作成にかなりの時間を費や

小林

近藤

3。分布図の作成

v.笑際の作図例
1. BOlブロック水平 ο 垂直分布図作成

(1) 水平分布図作成

(2) 垂直分布図作成

2. B13ブロック接合状況図作成

(1) 出二七遺物について

(2) 水平接合図作成

1fL今後の課題

1111.おわりに

すことが予想された。

おもに必要とされる分布図は、 JcV、下のよつであ

る。

ア、全点の水平分布図

イ、ブロックごとの水平・垂直分布図フーロツ

ク、垂直分布 lブロックについて 2

ウ、器種ごとの水平・垂直分布iI:ill

ニ仁、個体別資料ごとの水平・翠:TJ[分布図

オ、接合資料の水平 a 垂直分布図

カ 諸属性による分類別の水平・垂直分布図

仁水王子分布図作成の問題

実際に手作業で遺物取り上げ台帳から一部のブ

ロックについて水平分布図の作成を試みたが、か

なりの時間を費やした。さらに密度が高いので、

全点 1)伐の図面に作図するとその後、図から取り

上げナンバーと点の読み取りが不可能な状況にな

る。そのため25点区切りで作図しなければなら

ず、 1ブロックでの図扇が100枚になった。この

状況では、ブロックの全体像が把握しずらく、遺

物分類をした後の分布図からの検索、抽出が困難

である。

L 垂直分布図作成の問題

さらに現場における遺物出土地点は、主に!日流

路縁辺部に位置しているため、場所によればかな



り急、な傾斜が見られる。さらに遺物を包含する層

わたり、ブロックの埋没状況を検討する

ためには、さまざまな角度から垂直分布状況Lを観

察する必要が生じた。 しかし、 1のような状況で

は、図面作成がさらに難しくなり、時間をか付ざ

るをえない複雑な操作を必要とした。

以上の問題点を解消し、本遺跡の整理作業をす

すめるにあたっては、コンピューターを導入する

ことが、必要不可欠であるという認識にいたっ

た。さらに、コンピューターのヰ寺f生である、スピ

テ守イーな作図。検索。抽出と、正採な分布区ト作

成を最大限に利用できるので、ある。

このような状況かι 関係ミ機関の理解を得てコ
ンピューターを導入するに至った。

IU. シエ王子

1。概要

今回のンステムは、(防古代学協会と京都コンピ

ューターシステム社が共同開発したものを、同コ

ンビューターシステム社と賃貸借契約を結ぴ使用

した。

使用Lたシステムは、卒:未発掘調査における造

物取り上げ時から起動するもので吟る。概略(;i:、

遺物の出土地点の記録を従来のような子作業によ

る計測にかえて、光被距離計で測量し、接続した

ハンドヘルドコンピューターによってX、Y、Z

j亙;j票に変換させたうえで、そのデーターを RAM

ファイノレに格納する。さらに RAMファイルから

パーソナルコンビューターヘコンパート(転送)

し生データーとして、ハードディスク等に蓄積す

るシステムになっている。そのため発掘調査時

は、手入力の必要はほと/しどない。

しかし、本遺跡め発掘調査は、当埋蔵文イじ財セ

ンター調交方針lこより小地区と呼ぶ2rnグリット

ごとにNo，1から出土!宣物にナンバリングをし、出

ゴ二地点の記録は、夕、、リットの北西角を基準とし

て、南北万向、東西方向および標高値をすべて手

作業で計測し、遺物取り上げ台帳に記録した。そ

のため今回使用したシステムは、発掘調査時から

のものでなく、遺物出土地点の座標、 i童11協の種

類、層位をパーソナルコンビューターへ全点手入

力するシステムに変更されている。
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2。ハードの構成

本システムの起動に関して使用したハードの構

成l土、以下のものである(註2)。

ノfーソナルコンピューター

NEC PC980lRX ヒット)

ディスフ。レイ

NEC PC-KD854 

ハードデ、イスク

LOGITEC LHD-34HR (50メヵーパイ)， ) 

フ。1)ンター

l''fEC PC-PR201G (B 4 ) 

ハミンシJlノプロッタ

IvlAX l¥iNOO (A 2 ) 

3.プログラムの構成

(1) 発掘調奈現場で2mグ、 1)ットごとに計測した

遺物の出土地点の座索、遺物の種類、遺物番号層

イ~{[を遺物取り上げ台帳から手入刀でのパーゾナル

コンピューターに格納する(生データー)。

入力後は、データーリストをプリントアウトし

データーの訂正を和こなう。訂正等がすんだ後に

プリントアウトされたデータ リストは、座標を

中心とした遺物取り上げ台!肢になる。

(2) 生データーにi宝物の分類、分析結果などの属

性を、つけ加え手入力する(基本データ

(3) CRT (デ、イスプレイ)によりその分布状況

を確認したり、プロッタによって各属性ごとの水

平。垂直分布図を作成する。

!V。 型連蹴加平)1慎

1.生データーの作成

遺物取り上げ台I肢に記録された遺物の座標値、

種類(器種)をパーソナルコンピューター

へ入力する。出土地点は、 X、Y座標に計算し変

換されるが、ここでは、国土地理院のユニバーサ

ル横メルカトル図法の平面直角座標系(第 8系を

X =0.0000、Y=0 0000) を原点に、遺跡内の

X二 29，360、Y二 7，000を任意の基準点 (x=o，

y= 0) として変換させた。 z感襟についてもパ
ーソナルコンビューターで計算。変換も可能では

あったが、水系レベル値が。定ではなく、変換の

操作が複雑になるため、 7.K系レベルと読み値より

手計算して入力した。

また、全点を単一ファイルにすると検索速度が
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かなり退くなるため6000点から7000点の遺物デー

ターが1ファイルとして 4ファイル作成した。入

力が完了した時点で、全点の水平個垂直分布図は、

.種別分類から作図が可能になる。

これらの入刀は当事務所の整理作業員が、二人

一組の半日交替でおこなった。当芝、のことなが

ら、手入力の限界のため誤入力がで、てしまう。そ

のため、すべてのデーターについて、正誤確認を

行った。

L 基本データーの作成

さらに、個々の遺物の属性を生データーにつけ

加えた基本データーの作成を行う。多岐にわたる

遺物の属性の記録方法は、従来カード式の台帳等

を利用し検索をしていた。しかし、一度コンピュ

ーターにデーターを、格納すれば、その検索は者二

ることは言うまでもない。また、

基本データ-t土、生データーに付加するので¥出

土地点に属性を補完するというかたちになる。し

たがって、種々の属性分類を用いてj章物の分布状

況の把握がすみやかに行えることになる。今回は

石器の属性、特に槍先形尖頭、器製作時に生じる調

整剥片の属性に主眼をおき、計測値も含めて、 21

項目(註 3)設定した(第 1表)。この項目につ

いては容量の限界りあるものの、整理目的によっ

て白白に設定ができる。

なお、基本データーについても生データーと同

様に検索速度の関係から複数のファイルに分けて

格納している。

この入力は、整理の進行状況にあわせて随時、

追加@訂正のかたちで進められている。

L 分布図の作成

作成された基本データーをもとに、7l<平。垂直

分布図をプロッタによって作成するのであるがそ

の利点を概略する。

①任意の作図範囲の設定。②限界はあるものの

縮尺の自由な選択。③記号、色分けによるさまざ

まな属性の表示。④取り上げナンバー表示の有無

さらに垂直分布図においては、あらゆる角度か

ら任意の投影幅の分布状況を作図できる。

分布図は、ブロック別分布図、個体別資料のう分

布図、器種別分布図等、さらに基本データーの項

目にもとづいて、複数の属性をかけあわせて作図

することもできる。たとえば 'B02ブロック イ個

体別資料NO.3 打問形態 aJに該当する資料を検

索し分布図にすることができる。

接合状況を示す分布図については点のみではな

く、制青白原に直線で結ぶことを検討した結果、基

本テーターと別のプログラムを作成;し、グ 1)ット

名と取り上IfNo.を入力した。

なお、プロッタによる図化操作と同様な操作に

ーーーーーーーーーーーー】ー山田町ーーーーーーーーーーーー← 一ー→←ーーーーーーー日」ーー-ー守明ーーーーーー】 ーー一一一ー一千守干ー【『ーーー占ーーー日目白ーーーーーーー..ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー」ー一一司守一千 F 【

467::1 4AH06 1551 1.04 43 28.960 14.430 915.586 
'1674 4AHO白 1552. 1. 05 21 28.950 14.210 915.500 
4675 4AH06 1553 1.19 36 2 a. 81 0 14.360 915.60.1 
4邑76 4l.HO色 1554 1. 1 G 08 2自 840 14.080 915.543 
4677 4AHO日 1555 1. 19 】 :Hl. 310 14.100 915.530 
4578 4AH06 1556 1.17 05 28.830 141.050 915.500 

<i.AH06 1 f.57 1.24 07 28.760 14.070 gJ 5.521 
4AH06 ¥558 1. 2. 4 16 28.760 14.160 告15.543
4AHり6 1559 1. 27 12 28.730 1-1. 120 ヨ15.533
4AH05 1560 1. 28 07 28.720 14..070 9l. 5.518 
4A十106 1561 1. 29 03 28.710 14.030 915.523 
4AH06 1 !i 6 ~ l. 39 05 28.610 14.050 915.608 
4AH06 1563 1.4 15 28.600 14.150 915.658 

RN。 地区 N口 核 饗 時期素石間1 個2 プ班 長さ 幅 R与さ 重さ 出劇 打長 打帽影打状数接目。

1551 4AH06 1551 () .!SS -【^^ --- () A():<-A :1.¥ ミ9 6 6.6 3 10 主 ..守ー守. ..ー

15忌2. 4AH06 1552 0 JSS -- AA --- u A02-1 36 51 14 22.4 2 6 39 o .司『ーーー 」ー

1553 ..AH06 1553 0 JSS -- AA --- 0 A02-- l 。 。 。。 1 100 。 o .ーーーーーー守『
1554 4¥T.H06 1554 0 JSS -- AA --- 0 1'102 目p 1 。 。 '.0 1 100 。 。.骨時----ーー
1555 4AH06 1555 0 JSS 【- Af>. --- 0 A02 -1 23 

" 
11 7. G ， 27 9 .ーーーー」ーーー

1556 4AHOG 1556 0 JSS -【 AA 市-- 0 A02 -1' 1 。 。 2.0 1 100 。 o ------ーーー
1557 4AHO日 1557 0 JSS -- AA 014. 0 A02-A 20 32 9 。。 5 10 5 .ーーーーー

1558 4Al-106 1553 0 JSS -- /'.A --- 0 A02-J 43 47 7 9. [:¥ 2 5 8 ， .ーーーーー
~559 4AH06 1559 0 JSS -- AA --- 0 A02-0 。 。 3.6 1 100 。 o ------ 市古『
1560 4AHOG 1.')60 0 JSS -- AA --- 0 ，11，02-- l 。 。 。。 1 100 。 。ー明司 ー」

1561 4AHOG 1561 0 J8S -- AA --- 0 A02 司B 43 52 15 53.0 ， 9 " 
14 -- _- -". -ーー

1562 4AH06 1562 0 J 58 - /¥A 【- U /¥02 。 。。 1 100 。 o .ーーー ーーーー

1563 .1AH06 15G3 0 J5S -- AA --- 0 A02-J 1 。 2.8 1 100 II 

第 1表生データーリスト(上)・基本データーリスト(下)
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よって、生データーからディスプレイ画面でも層

位・種別による、水平，垂直分布図を色別で表示

することが可能である。このことは、プロッタか

らの出力も含めてデーターをあらゆる条f牛下で作

図しながら、フィードパックを短時間で操り返す

ことが可能になった。従来であれば、その都i支、

かなりの時間をかけて作成し直さなければならな

かったことであり、データーの検索等の機能も含

めてコンピュータ一利用の最大のメリットといえ

ゐ。

その他

計測値(最大長・最大幅。重量等)から関数グ

ラフの作成も可能で、ある。さらに、ある属性をも

っ遺物の総数に対する比率等も計算可能である。

。4

1ι= 

"' 

。g

位。

v ~壁際の作図glj

1. 8[Jlブ悶ッタ水平@垂直分布図作成

(検出層序。 xv層、取り上げ点数約1800点)
本遺跡の遺物分布状況の特徴l土、旧流路に沿っ

よびその縁辺部にみられることであ

る。

司てブロックl土、そのj象ill音EにみらtLるブロック

のひとつで、ある。したがって、垂直分布状況は、

地形の起伏に沿った形状を示すことが予想され

t:::.。

そのため従来の手作業による垂直分布図作成で

はx.y軸に基準線をのせた垂直分布図(見透し
図)を作成するのが精一杯な作図作業が、地形を

考慮した方向、つまりここでは、旧流路方向から

の見透し図の作成が可能になった。以下、今回作

成した水平町垂直分布図作成の条件設定を参考ま

C

U

1
〉

タンロブVD
 

Q
U
 

Bε o 1BP 1m 
E二二二工二±コ二二二二E二二コ

第 i図 801ブロッタ周辺遺物分布図(1 
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でに紹分、したい。

(1) 水平分布間作成(綿 2

作図範閣を縦方向 3Hl横方向 3mに設定すると

プログラムは、プロッタに作図できる A.2品買の用

紙(トレーンングペーパーG~ il¥7"65使用)の最大

縮尺値1/7を自動的に算出する。ここでは、そ

れより小縮尺の 1 に設定したG

記号の表示，;(，立、種別F'L(2cm以上の剥片)

を0.61仰の黒ペンで径 1mm強め 'OJを書くよう

に指定、さらに種別JC~ 'G (2cm以下の剥片・砕

片)をQ，2mrnの黒ペンて守径約 11加の '01，種別P

(尖頭恭)をO.2mmめ黒ペンで一辺約 1mmの

種別N(安山岩原石)をO，2mmの黒ペンで

一辺約 1u酬の「口」にそれぞれ指定した。

(2) 謹置分布図作成(第 3直1)

ここでは、 j由形を考慮、しない座標軸をのせた l

万向と地形の傾斜方向にあわせた LブJ向の計2方

向につi〆ミて作成したo

f也形の傾斜方向にあわせたf分布図の条件設定は

以下のとおりである。

見透しの基準線を設定し、そーの始点 (P1 ) と

終点 (P )それぞ、れのX，Y康標値 (P1 

J( == 30、Y==48、P 2: X=30.0001. y二

4 )を入カする。次に作図したい範囲め設定

として、基準的、カ、らの投影幅Ljmを選択する。

1図)その時点で範囲内の遺物のZ座標の最

大値、最小値をコンビューターで確認し、垂直方

向の範囲(ここでは最大値9l8.500m、

917. を設定する。縮)~t土、平面図とあわ

せて垂直方向、横万同ともに 1/15にした。

記号付:、生点0.6mmのペンによって怪約 l111mの

'OJを指定した。

以上の条件で操作をおこない作成したのが第 3

図である。地形に沿わない座標軸を基準線にした

第3図上と、傾斜する地形に沿った見透しライン

を設定した第3図下を比較すると、第3図下の垂

直分布図は、隣接するBl4ブ、ロックとの境界部分

を比較的明瞭に見せている。さらにその分布は、

本フeロックの在り方を、より忠実に復元しているの

みならず、|日流路の縁辺部の微地形を推定させる

データーも提供している。

2 ~ B ~:l口ッタ接合状況図作成

(検出層序 'XV層、取り上げ点数約400点)
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ヱドブロックは、接合状況のフ。ロッタによる図{じ

の例として取り上げた。検出地点は、 18流路から

やや離れた緩傾斜部である。

(1 ) 出土遺物について(第 6 ~ ! 

ここで

土した遺;物防についても筒単に説明しておきたい。

遺物iは土、新j片。砕片がほとんどで尖頭器、他の器

種はない。しかし、剥片のなかには、数点リタッ

チが施されているものもある。個体Jjlj資料につい

て付、複数の個体の存在は見られず、 J単一僻件、に

よって占有さrしている。
接合資料は121;2:剥片)が接合した接合資

ヰ司令10，1と、 74点 片)が接合ε した接合資料

No. 2の2点がある。この接合資料は、共に30cmを

越える大きな尖頭器状を皇し、互いの談合関係は

みられないが、その形状と主財莫からひとつの尖頭

器製作の際に剥離されたもの(註 5)と推測され

る。さらに遺跡内から出二仁したすべて

頭器との接合を試みたが、現時点で接合するもの

はまだない。

現在もこの接合資料については、継続して接合

作業をおこなっているが、背面側』こ接合する孝u片

t;J、既に存在しないといえる。さらに接合資料の現

在までの剥離状況を観察したところ、その製作工

程l土、次のように想定される。①原の:6理にそ

れない)。

部と基音信を結んだラインを越えるように繰り返し

施す。④③を繰り返しおこない、より薄い凸レン

ズ状の断面、さらには目的とするかたちに整形。

しかし、本フ守口ックでは、①と②の工程に関係

する痕跡がないことから、遺跡内、遺跡外のどち

らかでそれらの工程を終えてから持ち込まれし③と

④がおこなわれたと推測することが妥当と忍われ

る。なお、④のあと最終的な刃部の作出をおこな

って完成し遺跡外Fへ搬出されたのか、④の途中で

完成しないまま遺跡外へ搬出されたかについて

は、不明である。

(2) 水王子主張合状況

ここでは、ブロック問での接合ほどの意味は持

たないことも寸分に予想、されるが、水平分布の広

がりの11"で2つの接合個体がどつ分布するかをみ
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o ¥ 5 cm 
E二二三己二二二工二二二Z二二二に三コ

第6図 81 ブロック・接合資料No.1実測図s= 1/4 

o 5 cm 
"-ー『斗ー-~一回.~ー=二二=コ

建i更竺雪号事ア

第7区i B 13ブロック。接合資料No.25宅測図 S= 1 
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たい。 研究者の目的意識の問題などもある。

接合に関係するデーターとして、グリット名、

取り上げナンバー、剥離番号(剥離j順番)、剥片

番号(ひとつの剥片が複数に折れている場合同じ

番号がつく)の入力をおこなった。原則として、

観察により決定した剥離番号順に入力をおこなっ

た。なお折れた剥片についても便宜的に順番をつ

け通しナンバーをつけて剥離番号にしてある。

第 5闘は、 B13ブロックの接合資料NO.lの接合

状況を直線で結ばせ、ナンバーを書くように指示

し作図した。さらに接合資料NO.2についてはナン

ノfーを警かないように指示し、そのほかは同様の

条件で作図した。

それぞれの接合状況を見ると、ブロックの分布

の中で、偏った分布を示していないようである。

VI.今後の課題

コンビューターの導入に関して、発掘調査段階

からこのシステムを導入し利用できる体制を組ん

でいれば、よりスムーズなデーター処理ができた

であろうという反省点もあげられるものの、整理

段階からの利用であっても先に述べてきたよう

に、確実に成果をあげている。しかし、本システ

ムも完成されたものではないという認識にたって

さらに技術的援助を受けつつ、より良いものへと

改善していきたいと思う。今回は、分布図作成の

ために利用したが、本論でも触れたように、発掘

調査現場での遺物出土地点の記録はもとより、さ

らには遺構図の測量図化や遺物出土状況を撮影し

た写真よりデジタイザーによって座標変換しなが

ら作図していくことも可能で、ある。遺構図の図化

については従来一般に測点を結ぶ、線が硬くなりが

ちであったが現在は、測点の取りかたに左右され

るもののかなり人が書く図に近づいてきている。

ここで、若干の問題点をあげさせてもらうならば

手入力が多くなればなるほど少なからず抱〈誤入

力の不安感、検索しやすくするための入力記号の

再検討、さらに現在は、プログラマーに援助して

もらっている現状ではあるが、目的に沿ってある

程度フ。ログラミングを修正できる技術も必要、も

しくは、課題でもある。また、ハードの整備、ソ

フト開発に関わる費用の問題も現実的である。さ

らに、機器とどのように協調し利用するかという

ここで使用したシステムからはなれて一般的な

状況を見てみると、詳細を明確には知ることでは

ないが、同様なシステムは、近年いくつか関発さ

れてきている。本遺跡の整理段階における分布図

作成の問題も、このようなシステムの導入により

解消しスムーズに作業が進行しているものの、も

う一つの柱で、ある尖頭器および現在までに接合し

た膨大な資料の実測については難航している。そ

れならば遺物実測システムをと考えることもでき

るが、土器については、成果をあげてきているが

石器については、まだ問題があると思われる。

石器については小形のものを除いて稜線までは

可能だが、剥離状況を見るうえで重要なフィシャ

ー・リングは、機械では無理で、、当然入手でおこ

なう必要がある。また剥片剥離工程を検証するた

めの接合作業や遺物の分類についても人が行わな

ければならないのである。

当然のことながら遺跡の整理をおこなうには、

すべてコンビュータ一等を使用すれば良いという

ものでないのである。笑用できることがらで、可

能なかき、り利用する場合においても、人的処理が

不可欠な整理作業を中心にして整理計画をたてる

必要性を強調したい。

VII. おわりに

近年コンビューター機器の使用が、考古学の分

野のなかにも急速に進展しているが、そのメリッ

トである多量なデーターの処理と蓄積、スムーズ

な図化、検索等がアピールされることは事実であ

る。しかし重要なのは、いかなる発掘調査をおこ

ない、遺跡の復元を追求していくかという目的の

ために、遺跡の復元を追求していくかという目的

のために、どのようなシステムが必要になるのか

という発想をもとにしたコンビューターの利用で

あるということである。

この必要性が種々の問題点、改善点を乗り越え

て行く原動力になると信じている。

結論的には、「人があってコンピューターがあ

る。」という一語に表される。

最後になったが、分布図作成のためのコンビュ

ータ一利用について、ご指導、ご助言をいただき



ました、松沢歪生先生、南 博史氏、プログラム

に関し技術的j援助をいただいている京都コンビュ

ーターシステム社の西井久晃氏、林亨氏、さら

に1、茂内遺跡発掘調査から整理作業まで終始ご指
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ご助言をいただいている当埋蔵文{[:財ゼンタ

ー長i白調査事務所の大竹憲昭氏、佐久市教育委員

会の須藤隆司氏、御代田町教育委員会の堤 隆氏

には、記して感謝申し上げます。

F主1 検出さ:工たブロソ 71土、今後検討ーの余抱も残されているが、大きく二つの文化層に所属すると考えている。二

つの内の古いほうの文化層l土、浅間11i起源のテフラのl区下に存在している。これについての詳細目、報告書に

譲るが[l[楽文化財研究所の河西 学氏に鐙定依頼したところ、 AS-Y?に対沈きれるとの結果を頂いてい

る。さらには、その文化層からは、土器が 1点出土している。この土器については、公の文章で発表をしてい

なかったが、多くの}j/Zの観察結果では肉眼で完lるかぎつ土器であることに関連いはなく、出土状況は撹乱等

の可能性も続め』て低い。この土器の評悩は別として「ii土したことをここで、公表しておきたい。

己主2 発掘調奈時の遺物取り Jてげから芯動するシステムを使用する場合には、さらにハンドヘルドコシピ」ータ

(エプゾン HC-'15) ‘プリンター(エプソン C-LJü)、光波距~J住計 (TOPCON GUPPY GTS-3)の使用を

総介されている。

性 3 ;j;l安本データーの項目については、以下のようでめる。

Ri¥[o j之助(コンビューターに記録されるデーターの登録l'!o)、地区 旭区名(小池区である 2mグリット

名)、 No. No. (2 mグリソトごとの造物取りJ二IJ"No.)、校番枚番号(取り上げナンバーに対応する遺物は 1点

てゃあることが原則であるが、複数の造物が存在する場合もあるため、示問u内容を記録してある。また、校番号

の記録のf闘を兼ねる)、時期 時期(遺物の時期)、素 素材(尖1mflま製作にかかわる素材の取りかたの分類)、

;ヨ 石材(石賀)、個 1 個体番号 1 (ブロックごとのノ質について、観察分類しうる個体耳Ij資料分類)、個2

個体議号(個休養号 1をもとにしたブロンク間対比による、悩体別資料)、ブ ブ口ック(ブロック名)、追

遺存類型(調主主剥片の自然面の有海と破損状況を考慮した遺存状汎)、長さ‘帽 .J'字さ・重さ。湾出 E 打長 打

苅の浸さ a打面 打函の桶(これらは計測イ直)、湾 湾出度(湾曲ム長さ x100の指数によって表す)、形 相l片

形態(者自税分類) 手J Him!形態(打而の形態分類)、状 湾出状況(湾出度からみた相l片分類)、類 奈I[片類

ずii(尖尿器製作に関わる分類)、核h 接合呑号にこの項目l土、測にプログラムに人力)

註4 耳、:来ならば、 '30Jと設定すべきであるが、あらゆる角度から見透すために常に基準緩は傾きを持たせるよう

にプログラミングされている。したがって、 0.1聞の傾きを持たせて設定している。

5士5 接合資料l土、 I向上 No.2ともに図示したように両側殺から剥脱された剥片が並んで複合している例で、おのお

の器体を全周している。これら l士、ぷと1~~与を '1] にして両側からおおわれるものであろう。この製作状況と類似

しているのが多摩ニュータワンNoA26遺跡て千報告された(佐藤1989)のチャート製の尖頭器をおおうように剥

片が接合したものである。 F-FJi内遺跡の使用された原;n-はほとんどが亜角磯と忍われるが、 No.426遺跡につい

てはどのような形状の原石から剥離したのかは不明である。しかし、石辺でおこなっている様子である夜、大

きな素材を早い段階で尖頭、お状にしている点など両者には多 fの類似点が着工氏される。
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